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ここは森の中。あるとき、たけしが木登りの練習をしてい

ました。そこにありさとレオの二人がばんごはんの玉子を

とりに来ました。

「こんにちは。そこで何をしているの」

「へただから木登りのれんしゅうをしている」

「あたしたちは、ばんごはんの玉子をとりに来たんだ」

「それなら木登りを教えてくれ。もし教えてくれたら、玉子

をさがしてやろう」

「それならいいよ、教えてあげる」と言いました。

そこでたけしは「レオとありさといっしょに玉子をさがす

かわりに木登りのコツを教えてくれ」とたのみました。

すると、ありさたちは「いいよ」といいました。

なので、三人で玉子を探すことにしました。すると木登り

をしている木の三つ右となりの木の上に玉子があります。

三人はその木に登っていきました。

なんと！今までまったく登れなったたけしがてっぺんまで

登れるようになりました。そして、たけしが玉子を見つけ

ました！

「おーいたけしさ～ん、どうしたのー？」とレオがいいまし

た。

するとたけしから「玉子をみつけたぞー」という声がかえっ

てきました。アリサは、「わーいわーい」といっています。

しかし、「でもとれないよ ~~~」とたけしから返事がかえっ

てきました。

レオとアリサはがっかり・・・。

たけしはおりてきて、二人にあやまり、もう一度登ってい

きました。

たけしは、むちゅうで登っていきました。

一分以内で玉子のところへつきました。

そして、玉子をとろうと むちゅうで手をのばしました。

巣につかまって玉子をとろうとしたしゅんかん巣が木の枝

からはずれました。

たけしは、まっさかさまにおちました。

玉子はおちましたが、巣に入っていた羽にのっかって助か

り、レオとアリサはたけしをうけとめ、玉子はぶじにとれ

ました。

めでたしめでたし。
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